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1 金井 10月23日 2

産業団地のワタラセツリフネソウ播種後の開花状況

を確認しましたが、全く咲いていませんでした。土

壌が落ち着いてくる来年に期待します。

2 手塚 ー ー 活動なし

3 杉浦 複数回 1
宮前橋西の県道沿いの群落では、終齢幼虫が数頭観

察され、来年が期待されます。

4 杉浦 10月6日 2

環境省全国水生生物調査を、江川橋下流で実施しま

した。従来と同じ生物が観察されたばかりでなく、

新たにワタラセツリフネソウが確認できました。

5 杉浦 複数回 1 ホタル公園の群れは、元気に泳ぎ回っています。

6 菊田 10月18日 6

初めての試みでしたが、きのこ部会とコラボで天平

の丘(万葉の林)で観察会を実施しました。当日は生

憎の雨降りでしたので、野鳥はヒヨドリが飛び交っ

ている程度でしたが、その分熱心にキノコ探しをし

てそれなりに満足しました。

7 平澤 10月18日 6

探鳥部会とのコラボ企画で、きのこ観察会を天平の

丘公園にて行いました。ツルタケやノウタケなど１

５種のキノコを見つけることができました。

8 杉浦 複数回 1

ホタル飼育槽から突然餌のカワニナが逃げ出し、腐

敗臭がしました。水交換などで回復を試みました

が、水質浄化用のエビも死に、ホタルの幼虫も見る

ことができなくなりました。来年に向けて、原因を

考察中です。

10 岡本 10月13日 14

先月みんなで蒔いた白菜やレタスの苗の配布をしま

した。情報交換では、共同圃場での試し掘りサツマ

イモ（紅はるか）の披露がありました。また、美味

しい茹で落花生やバタフライピーティーの差し入れ

もあり楽しい時間を過ごしました。

11 中村 10月27日 8

龍興寺さんが大規模な伐採をしたので、今後を考え

るために皆で地蔵山全体を歩きました。伐採後の処

理は龍興寺さんにお願いすることに決めました。ム

カゴやミョウガを収穫したり、持ってきたマテバシ

イを炒って食べたりと楽しく過ごしました。

12 各務
10月13日10

月15日10月

20日
2

蔓巻公園の築山にて紫金山・アトラス彗星の観察を

行いました。肉眼でもうっすら尾を引く姿が確認で

き、とても感動しました。※肉眼で確認できた彗星

は「マックノート彗星」2007年以来だそうです。
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昆 虫 部 会 

 水辺の動植物部会 

探 鳥 部 会 

植 物 部 会 

ジャコウアゲハ
保護部会

メダカ里親の会 

きのこ部会 

蛍　の　会

有機栽培部会

里 山 部 会

9 おもしろ理科教室
中村
(旬)

星 空 部 会

10月5日 -

石橋公民館にて「サイフォンで水を汲みだそう」を

開催しました。本年度の講座はこれで最後となりま

した。現在は、来年度の講座の日程調整を行ってい

ます。



1 平澤 10月6日 2

2
部会ス

タッフ
10月26日 9 親子自然観察会（於：蔓巻公園）

3 平澤 10月27日 2
下野市産業祭に「しもつけ環境市民会議」メンバー

として参加
その他

三昧場，新ため池の除草

秋の親子自然
観察会

その他の活動

植物部会

星空部会の添付画像

紫金山(しきんざん)・アトラス彗星：何故こんな名前？

2023年１月９日に中国の紫金山天文台にて発見された

同年２月２２日に南アフリカ共和国の小惑星地球衝突最終警報システム(アトラス)に

よって独立して発見された。

２者の発見者の名前を繋げて「紫金山・アトラス彗星」と命名された

撮影者：杉浦氏(蔓巻公園、築山にて)


